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7.1.5 わが国沿岸部における遠地津波の到達時間と最大水位. • • 

















年代から 1970年代にかけての津波防災対策としては 防波堤 防潮堤などの防災施設に重点が
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1.5.3 開境界条件の適用性の検討
bouJfldary 
開境界条件の適用性を検討するために，.dx = .dy = 1， OOOm，一様水深1うOOOm，100x 100メッ
シュの領域で， 4端がすべて開境界である場合の点波源からの自由進行波の伝播計算を行った.
点波源の水位は 2mに設定した.図1.2に計算結果を示す. (a)の正解は， 200x200メッシュの領



















































領域の接続方法の適用性を検討するために，広領域では Llx= Lly = 300m，一様水深 100m，
100x 10メッシュの領域，狭領域では Llx= Lly = 100m，一様水深 100m，300x30メyシュの領








































































全国の地域を l度毎の経線と 3分の2度 (40')毎の緯線によって，縦横に分割して第 l次地域
区画(国土地理院発行の縮尺 1/200，000地勢図の区画に相当する範問)が作られている.
第 l次地域[;{画の地域メッシユ・コードは，区阿南端の緯度を1.5倍した 2桁の数字と，両端
緯度から 100をヲiいた 2桁の数字とを緯度，経度のJI買に組み合わせた 4桁の数字として定義され
ている. 図1.4で4933などと書いてある区両が第 l次地域区両の地域メッシユ・コードである.
1)第 1次地域区画






















いう第2次地域区画を 50mメッシュ化することはもちろんであるが， 503302， 03， 12， 13， 14， 
24という周辺の第2次地域区画も含めて 50mメメシュにすることにする.なお，他の陵地が含ま
れる第2次地域区画はメッシュ数が多くなるので 50mメッシュにはしないでおく.次に， 250m
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1.8. 結語 19 
てそれぞれを接続することで計算容量と計算時間を減らすこ とができることがわかった.
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ここに，入，():経度，緯度， η:水位変動，M，N:入，()方向の流量ブラックス， h:静水深， g: 
重力加速度， f:コリオ 1)係数，R:地球の半径である.
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2.3 差分式
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Length Width Depth Strike of the fault Dip Angle Dislocation Slip Angle 
800km 200km 53km N10E(deg) 10 0 24m 90 0 
2.5 太平洋全域モデルの適用性
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格子条件を参考にして，ム入=ム()= 10'，ムt= 20secおよびム入=ム()= 5'，ムt= 10secの場
合を取り上げた.計算格子数は ム入=ム()= 10'の場合が 1260x 810，ム入二ム()= 5'の場合が
2520 x 1620になる.また，通常，海底が露出して計算が不安定になることがないように最小水
深が設定される.海底が露出しないだけなら 10mでよいと考えられるが，格子の大きさが 5'お
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(2.13) 
ここに，rJiおよび Riは，それぞれ各地点の計算水位および観測値である.
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1.23 2.21 1.22 
11.43 1.01 1.34 
2.33 0.78 2.05 
1.12 1.00 1.38 
1.98 0.77 2.06 
1.64 0.81 1.78 
1.27 1.28 1.25 
1.92 1.64 6.84 
1.56 1.39 1.41 
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20 40 60 80 100 120 20 40 60 80 100 
Number of Tide Station Number 0王 TideStation 
(c)最小水深 100m























表 2.4:太平洋全域モデル (10'メッシュ)における到達時間の K値および κ値
100m 
k 


































































































































































































してみた.その結果を図 2.5に示す.計算値は東北日本で 2~ 3m 阿南l-J本で 1~ 2mである
2.6 
30 第2章 遠地津波の数値計算}j法
ー Fieldobservation data 
図 2.6:三重県尾鷲の 1960年チリ地震津波氾濫計算結果
表 2.6:計算格子の大きさの違いによる最大水位の比較
格子の大きさ 10' 5' 1km 
2.6 
50m(完全反射) 50m(氾濫あり) 検潮所 痕跡値









に，環太平洋沿岸の 120ヶ所の検潮記録と計算値の比較を行った.その際 計算格子間隔を 10'
および 5'，また最小水深を 10m，50mおよび 100mと変えて，その影響も調べてみた.その結
果，地域によ って適切な格子間隔や最小水深にはばらつきがあり，その周辺の地形や湾の影響と
考え られる.太子洋全域モデルを用いて伝播特性などを評価する際には 対象とする地域にと っ
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(3.6) 午(川河+巧(KiJk+ Kん)Uj+巧(K[kj十時)Vj}= 0 
午(MJU;+KMUJ+KMUJ+叫 hj+仰、}=。 (3.7) 
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ここに，bi =め-Yk， Ci = Xk -Xj， 












Oに近いほど数値粘性が過大になり ，eが 1に近いと不安定になる.通常は 0.7 ~ 0.95の値が
用いられる.
[叶[oljl










h = ho I 
U = Uo > at t = 0 
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q = CoHJ9万 (3.33) 















































? ?? (3.37) 
て7 ____. 
















ここに， q:単位幅当たりの越流量， h:越流水深 (m)，C:流量係数，W:せき高 (m)，ε:補
正項で，W 三1のとき ε=0， W> 1のとき ε=0.55(W -1). 
防潮堤，海岸堤防および河川堤防を津波が越流する場合は，本間の台形せきの公式を用いる.
すなわち，
q = COh3/2 












ここに， q:単位幅当たりの越流量， h:越流水深 (m)，CO:完全流量係数，W:せき高 (m).
(3.34) 
ここに，Kは流体低抗に関する係数で， Manningの粗度係数η を用いて表すと ，K = gn2h2/3， 
Chezyの係数Cを用いて表すと ，K = gh2jC2である.










40 第 3章 津波氾濫の数値計算方法
1320 1340 1360 1380 
340 340 
320 320 











度から 34度44分までの海域を取り，空間格子の大きさを z方向は経度 l度を 80分割した大
きさ，y方向は緯度 l度を 120分割した大きさとした.狭領域では図3.3のように，東経 135度









3.9. 津波氾濫モデルの適用性 41 
135。0'135' 05' 135' 10' 135。15'
34・10'トヶ一一一ーで一一一一司-H34' 10' 
34' 05' 34' 05' 
34' 0' 34' 0' 









まず，集中係数eについては，e = 0とすると数値粘性が過大となり ，e = 1.0とすると計算が
不安定になることが知られており ，e = 0.7 rv 0.95の値が用いられることが多い.ここでは，試
算を行った結果e= 0.80を用いることにした.





表 3.1:1946年南海地震の断層パラメ ータ (M=8.0，33.03N，135.62E，H=20km) 
N E d(km) D(deg) d(deg) 入(dcg) L(km) W(km) U(cm) Mo(cgs) 
1) 32.68 134.75 1 250 20 104 120 120 500 3.6E28 
2) 33.24 136.22 10 250 10 127 150 70 400 2.1E28 
用いられている宅地域の粗度係数ne= 0.067を用いることにした.
3.9.5 再現計算結果
図3.6は，津波の最大浸水深のコンター図を， :-J~J 鳥ら (1 983) による測量値と比較したもので
ある.凶中，黒の点線で描いてあるのが測量値による氾濫域である.一方， 図3.7が相田・ 羽鳥
(1983)による再現計算結果である.相田らの計算結果は，測量値と良い 一致を示してはいるが，







さと方向がn山に取ることができるため 江 1-川支流のような幅が狭く 蛇行している河川でも
メッシュに取り込むことが可能となり その結果氾濫域をうまく再現できたとみなすことができ
る.しかし，今1[1]の計算で、は 閃の中央部にある広川流域の計算結果が測量値によるものよりも
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図 3.6:有限要素法による計算結果と痕跡値の比較
図 3.7:差分法による計算結果 (相田・羽鳥 (1983)より引用)
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図 3.8:現在の地形条件による津波氾濫解析
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η ×η 要素の場合，ベクトルの基底を {ek}，k= 1，2，'" ，n2とすると，任意の初期波形η。は，
次のように基底の重ね合わせとして表わせる.






η = Clη1 + C2η2 +... + Cn2ηη2 (4.2) 
と衣せる(河田-小池， 1997). 
4.1.2 自明な基底
(i， j)要素のみが lで，残りの要素がすべて Oであるベクトルを eijと書くと，ベクトルの組














FhJ)=;ch)C(り)Eη(i，j)∞s円 1)Mcos円 1)開。 臼η 白
また， 2次元逆離散コサイン変換は，以ドの式で表される.
η(川)=;22qu)C(U)F(TLU)cos日)mcosり m
1 1/./2 [or 仏 υ=0C(u)，C(υ) = < 




表 4.1:1944年東南海地震の断層パラメータ (M=7.9，33.80N， 136.62E， H=30km) 
N E d(km) 8( deg) d( deg) 入(deg) L(km) W(km) U(cm) 
1) 34.07 137.41 


















(2i + l)u7r ___ (2j + 1)何
-=-C(u)C(υ) cos 















までの成分(すなわち，式 (4.4)， (4.5)において u，v = 0，1， • •• ，7)と16x16=256までの成分
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基底 初期波形の誤差 時間波形の誤差 平面2次元波形の誤差
MSE 相関係数 MSE 相関係数 MSE 相関係数
DCT(64成分) 12.9cm 0.929 9.8cm 0.916 3.6cm 0.937 
DCT(256成分) 9.3cm 0.964 3.2cm 0.994 2.5cm 0.970 
表 4.3:断層モデルの長さと幅
S-w fault N-E fault 
長さ (km) 幅 (km) 長さ (km) 幅 (km)
120% 185 80 101 94 
相田モデル 154 67 84 78 
80% 123 54 67 62 























120% 14.5cm 0.933 10.3cm 0.967 
相田モデル 12.9cm 0.929 9.3cm 0.964 
80% 11.8cm 0.913 8.3cm 0.958 
60% 11.2cm 0.862 7.3cm 0.945 
表 4.5:時間波形の誤差
DCT(64成分) DCT(128成分)
平均2乗誤差 相関係数 平均2乗誤差 相関係数
120% 11.3cm 0.756 3.8cm 0.769 
相田モデル 9.8cm 0.916 3.2cm 0.994 
80% 8.5cm 0.699 2.1cm 0.713 











































?? 。l 2 3 (m) 
表 4.7:1946年南海地震の断層パラメータ (M=8.0，33.03N， 135.62E， H=20km) 
図 4.8:1946年南海地震津波の初期波形の基底展開
N E 
1) 32.68 134.75 
2) 33.24 136.22 


































して離散コサイン変換を採用し，低周波数から 8x 8 = 64成分と 16x 16 = 256成分までを用い
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( 1 )幾何学的プリミテイブから形状を構築し，オブジェク トを数学的に記述する.OpenGL 
は，点，線，ポリゴン，画像，ピッ トマップをプリミテイブと判断する.

















































































地震， 1605年慶長東海地震， 1605年慶長南海地震， 1707年宝水東海・南海地震， 1854年安政










34.30 139.47 1 242 30 109 220 80 800 7.0E28 
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表 6.2:1605年慶長東海地震の断層パラメータ (M=7.9，34.3N，140.4E)
N E d(km) 。(deg) d(deg) 入(deg) L(km) W(km) U(cm) Mo(cgs) 
34.18 141.75 287 30 154 150 100 700 5.3E28 
33.83 139.59 250 30 117 200 80 800 6.4E28 
表 6.3:1605年慶長南海地震の断層パラメータ (M=7.9，33.0N，134.9E)
N E d(km) 。(deg) d(deg) 入(deg) L(km) W(km) U(cm) Mo(cgs) 
32.68 134.75 1 250 20 104 120 120 750 5.4E28 
33.24 136.22 10 250 10 127 150 70 600 3.2E28 
表 6.4:1707年宝永東海・南海地震の断層パラメータ (M=8.4，33.2N，135. 9E) 
N E d(km) 。(deg) d(deg) 入(deg) L(km) W(km) U(cm) Mo(cgs) 
35.14 138.73 2 198 34 71 115 70 400 1.6E28 
33.90 138.13 3 245 24 113 150 100 400 3.0E28 
33.41 136.15 10 250 10 124 150 70 560 2.9E28 
33.40 134.57 l 220 20 90 140 80 700 3.9E28 
32.33 133.57 l 240 20 90 60 80 1390 3.3E28 
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表 6.7:1944年東南海地震の断層パラメータ (M=7.9ヲ33.80N，136.62E，H=30km) 
N E d(km) 8( deg) d( deg) 入(deg) L(km) W(km) U(cm) Alo(cgs) 
1) 34.07 137.41 















表 6.8:1946年南海地震の断層パラメータ (M=8.0，33.03N，135.62E，H=20km) 
N E d(km) 。(deg) d(deg) 入(deg) L(km) W(km) U(cm) Mo(cgs) 
32.68 134.75 1 250 20 104 120 120 500 3.6E28 












ー2 0 2 4 6 8 (m) -2 0 2 4 6 8 (m) 
(a) 1498年明応東海地震津波 (b) 1605年慶長東海地震津波
潜総L 議磯伊・ー ーー
-2 0 2 4 6 8 (m) -2 0 2 4 6 8 (m) 
(c) 1605年慶長南海地震津波 (d) 1707年宝永地震津波
務懇潟・・・・ 鍵語長
-2 0 2 4 6 8 (m) -2 0 2 4 6 8 (m) 
(e) 1854年安政東海地震津波 (f) 1854年安政南海地震津波
議最←一一一一 鶏鯵ァ一一一一一
-2 0 2 4 6 8 (ml -2 0 2 4 6 8 (m) 
(g) 1944年東南海地震津波 (h) 1946年南海地震津波
図 6.2:歴史地震津波の初期波形
























log 1¥1[0 ( dyne一 cm)= 1.5111 + 16.2 
log L(km) = 0.5M -1.88 






ここに， Mo:地震モーメン ト，M :表面波マグニチュード，L:断層の長さ， U:すべり量，W: 
断層の幅である.これを用いて大きさに関するパラメータを求める.マグニチュードの違いに
よる断層パラメータの大きさは表 6.9のようになる.また 他の断層パラメータ (d:断層の深
さ，d:傾斜角， 入:すべりの方向)は，東海 ・南海エリアで干均的な値が存在し，d = 3.0(km)， 
d = 20(deg)，入=110( deg)である.また，位置については図6.4のように，南海トラフに沿っ







第6章 近地津波の伝播特性と危険度の評価 6.1. 東海・南海エリアにおける津波伝播特性 73 
表 6.9:想定断層モデルのパラメータの設定
λ15 7.9 8.0 8.1 8.2 8.3 8.4 8.5 
Mo( x 1028dyne-cm) 1.12 1.58 2.24 3.16 4.47 6.31 8.91 
L(km) 116 130 146 164 184 206 232 
W(km) 58 65 73 82 92 103 116 
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(t < tO) 
μTr 
= r九2EJt=(1+νto)-(1 + vtU)e山 -to)
Jto δt 山 ν[1-e-V(tu -tO)] 
(6.5) 
(6.6) 
前回の事象が生起した時点を t=Oとし，現在 (t= t)までに事象が生起していないという条件
下で，次の dtの間に事象が生起する条件付確率は，上記の分布関数FT(t)とその密度関数fT(t)
を用いて fT(t)dt/{1 -FT(t)}で与えられる.この条件付確率を dtで除したものを ν(t)とおくと，
f'T(t) 1 dFT(t) 
ν(t)= = 一一一
-FT(t) 1 -FT(t) dt 
(6.7) 
この ν(t)は，信頼性工学の分野では瞬間危険率と呼ばれる.
南海・東海エリアにおけるパラメータの値は， Kameda.Takagi(1981)によ って toニ 71.8年，
tu = 270年，レ=1.0191 X 10-2 (1/年)，μTr ニ 137.7年と求められているので，巨大地震が発生す
る確率の時間的な推移は図6.6のように計算できる.南海・東海エリアにおけるもっとも最近の
巨大地震は 1946年南海地震であるから，グラフの原点は 1946年に to= 7l.8年を足して 2017.8
年になる.これよりある時期まで巨大地震が起こらず その後 10年以内に巨大地震が発生する
確率(瞬間危険率)の推移を求めると図6.7のようになる.これを見ると， 2150年頃までは，瞬
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図 6.7:東海・南海エリアにおける瞬間危険率の時間的推移
4 5 6 7 10 










断層モデル AとBの相関係数は， ηA(i，j)を位置 (i，j)における断層 Aの変位量として，
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log U(いcm叫)= k logMO一 6.80
λf九ω=(log 111布0一 16.1)/μ1.5 
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-5 10 (m) 
(a)鉛直地盤変位
-5 10 (m) 
(b)津波初期波形
- 郎総w
ー5 10 (m) 
(c)津波初期波形の正の部分
図 7.1:1960年チリ地震の鉛直地盤変位と津波初期波形
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長さ (km) 幅 (km) 変位 (m)
800 200 24.0 
655 328 20.7 
369 184 11.7 
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で発生した津波は 北海道から三陸地方で 2m前後になり また高知および土佐清水で1.5m程
度になる.チリで発生した津波は北海道・東北で大きくなる傾向があり，尾鷲および高知などで



























また， 1996年イリアン・ジャヤ地震津波 (λん=8.1， Aん=7.9)は，わが国沿岸部で父島を除い
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南部南米地域は， 図 7.2で40，41の位置にあたる.40の位置を Concepcion，41をValdiviaと
いい， 1960年チリ地震も Valdiviaで発生した.Concepcion地域では過去の巨大地震のデータは
6個あるが，そのすべてがλ![= 8 rv 8.5である.また， Valdivia地域も過去のデータ 4個すべて
が M = 8 rv 8.5である.したがって この地域は巨大地震の常襲地帯と言える.マグニチュード
M は，あまりいい指標とは言えない.なぜなら 8を超えると飽和してしまって，同じ M = 8.5 
でも，モーメントマグニチュード Mω で言えば 9.0や9.5のときもあるからである.実際， 1960 
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率で発生することになる.したがって，これからわが国沿岸部における遠地津波の危険度を求め
られる.ただし，対象地点に Xm以上の津波が来襲する確率P(X)を求めるには，想定津波モデ
ル40から Xm以上の津波が来襲する確率を P40(X)，41から来襲する確率を P41(X)とし，それ
ぞれの想定津波モデルは独立に発生すると仮定すると，
P(X) = 1 -(1 -P4o(X))(1 -P41(X)) (7.13) 
によって求められる.したがって， 73個の想定津波モデルがあるのだからう本来は，
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97 
本研究では，情報の量と質という 2つの観点から ，i撃波被害の軽減を図るための方法論を展開
した.情報の質を向上させるために，第 l編で津波数値解析万法の考察を行い 情報の量を増加
させるために，第2編で津波伝播特性と危険度の評価方法の考察を行った.本研究で得られた結
論をまとめると，以下のようになる.
第 1章では，近地津波の数値計算方法について考察した.近地津波の数値計算では，開境界条
件および領域の接続など境界条件の処理で誤差が生じやすい.開境界条件に関して検討を加えた
結果，特性曲線法による方法および日野 (1987)の無反射境界条件ともに境界での反射を完全にな
くすことはできないものの，実用上の数値解析では問題とならないほど小さいことを確認した.
また，領域の接続方法について，水位の線形内挿による方法と後藤・小JI(1982)の万法の 2つの
方法に対して検討を加えた結果，両方法ともに境界で目立った乱れは起こらず，またどちらの}J
法を用いても大差なかった.これらから，近地津波の数値モデルの妥当性が確認できた.
さらに，近地津波の数値計算を全国的に実行するために，国土数値情報を利用した近地津波の
数値モデルを構築した.標準地域メ yシユ・コードを用いることで，領域分割がほぼ自動的にで
きるようになり，また地域区画ごとに数値計算を行うことで計算容量と計算時間を減らすことが
できることがわかった.
第2章では，遠地津波の数値計算方法について考察した.太平洋全域を計算する遠地津波モデ
ルの計算格子間隔は大きいので，計算結果が実際の記録とどのような関係にあるかを太平洋沿岸
の 120ヶ所の検潮記録と計算値の比較を行うことで調べた.その結果 地域によって適切な格子
間隔や最小水深にはばらつきがあり，太平洋全域モデルを用いて伝播特性などを評価する際には，
対象とする地域にとって適切なモデルを選択する必要がある.わが国沿岸部では， 5'メッシュで
最小水深 100mの場合がもっとも適用性が高いことがわかった.さらに，太平洋全域モデルのわ
が国沿岸部への適用性について，さらに詳しく検討した結果 北海道から沖縄までの太平洋沿岸
部での全体的な傾向が観測値と計算値でほぼ 一致し また値についてもほぼ等しいことがわかっ
た.これらから，太平洋全域モデルで、数値計算を行っても 最大水位や到達時間など伝播特性を
評価することができることがわかった.
また，太平洋全域モデルと近地津波モデルの結合モデルを構築した.モデルの適用性を検討し
た結果，最大水位，遡上高については非常に良好な 一致を/示した.このことから，防災計両など
に用いる氾濫予想図まで作成する場合には結合モデルを用いる必要があるが，このモデルで十分
評価できることがわかった.
第3章では，津波氾濫の数値計算方法について考察した.陸上に氾濫する津波は地形形状の影
響を受けやすいという観点から，有限要素法による津波氾濫モデルを構築した.津波の氾i監・遡
上では先端条件がもっとも重要な問題となるが，ここでは物理的に意味のある Whitham(1955)
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の理論に基づいた先端条件を導入した.コンピュータ・グラフィックスで適用性を検討した結果，
津波の遡上・引きをうまく再現することができた.
さらに，本モデルの適用性を検討した結果，差分法では再現できなかった小j可川からの遡上・
氾濫という過程を有限要素法モデルではうまく再現することができた.これから，地形条件の複
雑な地域の津波氾濫解析を行う場合には，有限要素モデルの方が適していると 言える.
第4章では，重ね合わせの原理に基づいた基底展開による簡易津波計算法について考察した.
通常の数値計算結果と比較することで本モデルの適用性を検討した結果，実際問題への適用にお
いて実用仁十分な精度で計算できることがわかった.また，断層モデルの大きさによる影響を調
べた結果，断層の大きさが小さいほど誤差が大きくなることがわかった.
さらに，実際問題へ適用するにあたって，基底展開する領域をブロックごとに分ける方法を提
案した.この方法の適用性を検討した結果，計算結果である時間波形は通常の数値計算結果と非
常によい一致を示し，ほとんど誤差はなかった.ただし，地形の影響などで高周波数成分がでる
ような場所では， 64成分の離散コサイン変換では十分に表現することができず，とくに波形の山
や谷のところで若干小さめに計算されるので 本手法を応用する際にはこのことに十分注意する
必要がある.これらから 本手法が津波警報のための数値計算などの実用的な解析に，非常に少
ない計算時間かつ十分な精度で適用できることがわかった.
第5章では，コンピュータ・グラフィックスに よる津波の可視化について考察した.時空間 4
次元方向のスケールを自由に変えることができる CG可視化システムを開発した.これによって，
さまざまな視点から津波をとらえることが可能となった.本研究では，モデルの適用性の確認に
もCGを用いているが モデルの精度向上という観点からも可視化は重要である.さらに，住民
に津波という現象を理解してもらう情報提供の方法としても， CG動画による可視化は有効であ
ると考えられる.
第6章では，近地津波の伝播特性と危険度の評価について考察した.情報の量を増やして減災
を図るという観点からは，過去の地震津波情報に加えて想定津波という概念を導入して起こりう
る最大値を調べることが重要である.その際必要になる，近地津波に対する想定津波モデルの設
定方法，津波伝播特性および地震発生確率を考慮した津波危険度の評価方法を明らかにした.
想定津波モデルを設定する際には，過去の地震断層モデルには依存しないで設定した.つまり，
過去の地震津波情報には存在しない外力の最大値を求めるのが目的であるから，そこで地震が発
生するかどうかは別にして その海域で断層モデルから求まる水位変動があった場合に沿岸域に
来襲する津波の伝播特性を求めた.その結果，対象地域にとって既往最大の外力を上回るような
津波を発生させる地震の発生場所および規模が明らかとなった.
また，津波危険度を定量的に評価するために，巨大地震の時間的な発生確率を地震危険度解析
でも用いられている非ポアソン型の地震発生確率で評価した.また，地震の位置と規模について
の発生確率は，既往の地震断層モデルと想定断層モデルの相関係数を求めて，全体に対する比率
を発生確率とする方法を提案した.
さらに，上で求めた想定断層モデルの発生確率を用いて，津波危険度を定量的に評価した.巨
大地震によって津波が発生したという条件付きで求めた対象地域に来襲する津波の高さの期待値
と最大値は，津波に対する防災を考える際に有用な情報である.また，津波がいつ発生するかと
いう時間的な発生確率も含めて 対象地域に Xm以上の津波が来襲する危険度を求めた.この危
険度は，他の災害・危険も含めて対策を考える際に有用であると考えられる.
第7章では，遠地津波の伝播特性と危険度の評価について考察した.遠地津波における想定津
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波モデルの考え方を説明するとともに わが国沿岸部における遠地津波の伝播特性を明らかにし
た.チリ津波と同じ規模の津波を想定すると，指向性の関係から南米チリに加えて，ニューギニ
ア・フィリピンの太平洋側からの津波が極めて大きくなるという数値計算結果が出た.このよう
に，津波の可能性・指向性を明らかにするという点で，想定津波モデルによる評価は有効である
ことカfわかった.
さらに，わが国沿岸部における遠地津波の危険度を南部南米におこる巨大地震を例として求め
てみた.その結果を近地津波と比べた場合 1m以上の津波に襲われる確率は近地津波の約半分
であった.これから遠地津波の危険性は，近地津波と比較しても決して低いとは言えないことが
わかった.
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